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分野 日本文化

研修コース名（日） 日本伝統文化継承 和太鼓・伝統芸能を通じた教育活動

受入人数 2

受入時期 下半期

来日日 2025年11月9日（日）

帰国日 2025年12月13日（土）

提案団体（日） 特定非営利活動法人　打鼓音

提案団体
ウェブサイトアドレス

https://www.dako-on.jp/

研修員必要資格 和太鼓経験者　日系団体で文化活動に関わりのある方であれば、なお望ましい。

研修員に必要な
実務経験年数

その他（必要資格欄に記載）

日本語能力（選択）
※日本語能力試験認定の目安参照

N4

英語能力（選択） 不問

研修目標
研修員が伝統芸能の継承についての知識と実践力を習得し、国際交流の観点から当該国の教
育現場や地域社会に還元できるよう講義及び実習で研修する。

期待される成果
（習得する技術）

① 和太鼓演奏技術　指導方法
② 篠笛演奏技術　指導方法
③ 伝統芸能（獅子舞）についての知識や経験値
④ 和太鼓演奏技術の習得
⑤ 和太鼓指導法の習得
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研修計画
（内容）

1.講　　　　　義：
①日本の伝統文化　和太鼓の効用
②礼節・所作を学ぶ
③和太鼓教育指導法
④和太鼓における保育園交流

２．実　　　　　習：
① 和太鼓基礎講座（全4回）
和太鼓の締め方・音の調律
長胴太鼓の演奏方法　締太鼓の演奏方法　大太鼓の演奏方法　桶胴太鼓の演奏方法
鳴り物（チャッパ）演奏方法
② 篠笛・三味線基礎講座（全4回）
篠笛の鳴らし方　三味線の弾き方
③ 和太鼓演目講座（全7回）
④ 篠笛・三味線演目講座（全2回）
⑤和太鼓の皮を張る。太鼓を作る。（和太鼓業者へ訪問・体験）
⑥バチを作る
⑦和太鼓演奏（地域・コンサート）
⑧保育園・幼稚園・小学校・中学校和太鼓部・高等学校和太鼓部との交流実習
⑨地域社会との連携実習　地域の太鼓教室での交流

３．見　　　　　学：保育園交流　演奏参加　太鼓教室　和太鼓製造見学
４．演　　　　　習：地域演奏に参加　和太鼓演奏演習　獅子舞講座
５．発　　　　　表：コンサート出演

本研修実施の意義
中南米日系社会への裨益効果

日本に古くから伝わる打楽器・和太鼓は、お祭りや盆踊りのお囃子などには欠かせない和楽
器です。
創作和太鼓集団打鼓音では和太鼓を通じた教育活動を行っております。和太鼓の演奏活動、
和太鼓の教室活動を中心とした人とのかかわりを持ちながら伝統文化を伝承します。演奏活
動では地域社会との関係を和太鼓の演奏で表現します。和太鼓教室では保育園へ和太鼓の交
流を行い幼児教育に触れ、高齢者向けの教室では福祉的な伝統文化を体験します。
　和太鼓の基礎技術を学ぶことで礼節や所作等、日本文化を学び、実際に演奏することで郷
土音楽のすばらしさを伝えます。
日系社会においても、いろいろな世代や置かれている環境も含め、また、これからの日系社
会を考える時、誰もが学ぶ必要がある分野と感じます。
このことからも現地日系社会への裨益効果が十分あると考えられる。

応募希望者への特記事項
イベントなどが多い為、土曜・日曜日の休日を取ることが出来ない場合が多いです。
その際は平日がお休みとなります。
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